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青空のもと

無火災願う

'93 ７
月

消防団は、国民の生命。身体及 び財産 を火 災

から保護す るばか りでな く、水害時には 水防団

として も活躍し ます。

災害の防除 と災害 によ る被害を軽減す るため、

消防団員のみなさんは、 様々な活動や訓練を行

ってい ます。

無 火災を願 う熱い 思いか 、伝 わって くるよ う

です。　　　　　　　　 （関連記事 ２輿に掲職）



～より早く より確実に～

町消防団定期点検挙行される

厳粛に行われた消防団定期点検

町

消
防
団
の
定

期
点
検

が
、
六

月
十
三

日
、
藤
田
商
店
街
及
び
藤

田
小

学
校
校
庭
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
、
十
四
台
の
消
防
自

動
車

に
分
乗
し

た
町
長

、
団
長
、

副
団
畏

、
来
賓
の
県
北
行

政
事
務

所
長

、
町

議
会
巌
貝

、
婦
人
防
火

ク
ラ

ブ
会
艮

ら
が
、
藤
田
商
店
街

に
整
列
し

た
団
員
を
車
上

よ
り
観

閲
し

ま
し

た
。

観
閲
後

、
団
員
の
み
な

さ
ん
は
、

ラ

ッ
パ
隊
を
先
頭
に
藤
田
小
学
校

ま
で

、
堂

々
と
行
進
を
行

い
ま
し

た
。藤

用
小

学
枚
枚
庭
に
整
列
し
た

団
員
を
前

に
、
佐
藤
忠
芙
消
防
団

艮

が
訓
示
を
行

っ
た
後
、
消
防
功

労
者
の
表

彰
及
び
表
彰
披
露
、
消

防
活
動
協
力
者
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈

が
行

わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
班
長
の

佐
藤
操
一
さ
ん
（
小
坂
字
北
畠
卜

七
！

二
）
が
、
「
今
後
も
消
防
団

員
と
し
て
の
使
命
と
表
彰
の
栄
を

肝
に
命
じ
、
な
お
一
層
任
務
の
遂

行
に
ま
い
進
す
る
覚
悟
で
す
」
と

謝
辞
を
述
ぺ
ま
し
た
。

こ
の
後

、
通
常
点
検
、
ポ
ン
プ

操
法
、
分
列
行
進
が
き
び
き
び
と

行
わ
れ
、
弗

水
武
夫
国
兒
町

畏
が
。

「
知
識
と
技
術
の
向
上
を
図
り
。

地
域
住
民

の
信
頼
と
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
切
望
し
ま
す
」
と
講

評
を
述
べ
。
来
賓
の
坂
本
正

純
県

北
行

政
事
務
所
長

ら
が
祝
辞
を
述

べ
ま
’‐
）た
。

表
彰
及
び
表
彰
伝
達
さ
れ
た
み
な

さ
ん
　
　
　
　
　
　

（

敬
称
略
）

■

福
鳥
県
知
事
表
彰

○
輔
勧
章

近
野
富
多

○
永
年
勤
統

章

星
野
　

巌
　

菊
池
勝
雄

○
優
良
青
年

消
防
団
員
章

渡
辺
一
郎
　
秡

沢
庄
太
郎

○
退
職
消
防
団
長
感
謝
状

阿
部
恒
大

■
日

本
消
防

協
会
長
表
彰

○
功
績
章

須
田
寛

．

０
梢
績
章

斎
藤
修
一

■
県

消
防
協
会
長

表
彰

○
功
績
章

須
田

寛
一
　

鈴
木
正

夫

○
梢
勤
章

朽
木
勝
之
　

宍
戸
伊
勢

雄

國
井
好
之
　

後

藤
与
志
男

古
川
清
一
　
黒
田

勝
夫

徳
江
溥

典
　
佐

藤
二
一
二
夫

宍
．尸
昭
一
　

東
海
林
忠
雄

佐
鱗
幸
治
　

八
鳥
富
一

松
浦
幹
男
　

古
田
敏
彦

阿
部
茂
男
　

佐
久
間
利
春

佐
藤
幸
雄

〇
退
職
団
貝
感
謝
状

菊
地
昭
平
　

村
ｈ
　

一

佐
藤
洋
一
　

鈴
木
　

薫

菊
地
俊
雄
　

艮
谷
川
敏
朗

○
四
十
五

周
年
持
別
表
彰

須
田
寛
一
　

鈴
木
正

夫

高
橋
忠
一
　

古
田

喜
八
郎

■

伊
達
支
部
長
表
彰

〇
功
績
章

佐
藤
且
雄
　

高
橋
忠
一

〇
梢
勤
章

小
島
重
一
　

佐
久
間
友
「

松

浦
　
唸
　

村
上

涛
正

野
村
安
夫
　

佐
藤
金
兵
衛

寺

島
孝
一
　

小
林
憲
一

〇
親
子
等
消
防
表
彰

近
野
富
多
　

近
野
富
次

○
退
職
団
長
感
雄
一
状

阿

部
恒
夫

■

町
長
・
団
長

連
名
感
謝
状

Ｏ
永
年
勤
続
退
職
団
員
感
謝
状

阿
部
恒
夫
　

安
孫
子
正

佐
藤
邦
治
　

吉
田
喜
八
郎

斎
藤
　
正
　

志
村
孝
明

阿
部
茂
男
　

村
木
一
郎

佐
藤

隆
造
　

菊
池
勝
雄

國
井
好
之
　

佐
藤
岩
男

吉
田
洋
一
　

佐
久
間
利
春

佐
久
間
朝
男
　

野
村
峯

夫

佐
藤
幸
推

○
一
般
人
感
謝
状
（
土

地
提
供
）

佐
藤
武
治
　

高
橋
　

昇

佐
藤
市
郎

－

国
見
町

消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員
表
彰

本
田
善
市
　

佐
藤
操
一

佐
藤
勝
雄
　

赤
坂
正

勝

斎
藤
政
利
　

秦
　

富
夫

羽
根
善
隆
　

鳥
嶋
信
一

宍
戸
勝
憲
　

松
浦
弘
男

渋
谷
　

薫

○
一
般
人
表
彰

（
火
災
通
報
）

富
樫
隆
二

富永町長、佐藤団長より名謝状が手渡される



美しい川を とりもどそう

河川クリーン・アップ作戦

早朝 うヽら轟JIIのゴミ を括 うみなさ ん

平

成
五
年

度
の
河
川

ク
リ

ー
ン
ー

ア
ッ
プ
作
戦

が
、
匕
月
四
日
？
朝

か
ら
、
町
内
を
流
れ

る
滝
川
、
普

藏
川
。
牛
沢
川
を
は
じ
め
、
各
河

川
と
そ
の

支
流
を
対
象
に
実
施

さ

れ
ま
し
た
。

河

川
ク
リ

ー
ン

ー
ア
ッ
プ
作
戦

は
、
町
内

の
河

川
敷
慳

に
投
棄

さ

れ
た
空
カ
ン
、
廃

ビ
ニ

ー
ル

、
廃

プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
。
紙
屑
。
廃
材
等

の
ゴ
ミ
（
粗
大

ゴ
ミ
を
含
む
）
の

回
収

、
流
木
の
除
去
、
堤
防
等
の

雑
木

、
雑
草
の
刈
払

い
等
を
行
う

も
の
で

す
。

前
日
の
大
雨
に
よ
り
、
河
川
の

水
量

が
増
し
、

。
部
の
町
内

会
で

日

程
を
変
更
し
た
も
の
の
、
雨

あ

が
り
の
河
川
で
は
、
各
町
内

会
ご

と
に
、
様
々
の
清
掃
作
業
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

一
年
間
で

、
背
丈
を
は
る
か
に

超
え
る
ま
で

に
成
長
す
る
雑
木

が

繁
茂
す
る
河

川
で

は
、
な
た
を
手

に
町
内
会
の
み

な
さ
ん
が
、
汗

ま

み
れ
で

伐
探

に
取
り
組
ん
で

お
り

ま
し

た
。

ま
た
、
道

路
の
雑
草
の
刈
り
払

い
を
行
う
町
内
会
も
あ
り
ま
し

た
。

ク
リ
ー
ン

ー
ア

と
フ
作
戦
に
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん

。

早
刺
よ
り
、
本
当

に
ご
苦
労
様
で

し
た
。

一
人
7
0
0
g
の
思
い
や
り

燃
え
る

ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ

と
に
区
分
け

さ
れ
て
回
収
さ
れ
た

ゴ
ミ
は
、
町
内
会
ご
と
に
定
め
ら

れ
た
収
襲
場
所
に
集
め
ら
れ
、
町

内
土
木
建
設
業
者
、
十
四

社
の

み

な

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
処
理

場

ま
で
連
搬

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
、

全
部
で
八
・
四
卜
气

ト
ラ
ッ
ク
で

ニ
ト
瓦
台
分
で
し
た
。

こ
の
ゴ
ミ
の
鼠
を
単
純

に
町
民

一
万

匸
千

人
で
割
る
と
、
一
人
七

百
河

に
な
り
ま
す
。

小
さ
な
思

い
や
り
が
、
河
川
や

道
路
を
美
し

く
保
ち
ま
す
。

町
内
一
円
の
美
化
を

県
北
中
学
校
で
も

ク
リ

ー
ン

・

ア

ッ
プ

背丈を超える雑木の伐探も行われました

国見インター付近のゴミを拾う中学生

県
北
中
学
校
（
斎
藤
一
哉
校
長

）

で
は
、
六
月
卜
六
日
、
全
生
徒
五

百
四
十
七
名
が
参
加
し
て
、
町
内

一
円
の
美
化

作
業
を
実
施
し

ま
し

た
。美

化
作
業

は
、
十

年
ほ
ど
前

か

ら
、
生
徒
会

の
行
事

と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、『
Ｌ
Ｅ
Ｔ

。
Ｓ

Ｐ
Ｉ
Ｃ

Ｋ
　

Ｕ
Ｐ
』

を
合
言
葉
に

実
施
さ
れ
ま
し

た
。

県
北
中

学
校
の
玄

関
前
で
、
開

会
式
を
行

っ
た
後

、
十
Ｊ二
斑
に
編

成
さ
れ
た
生
徒
の
み

な
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
場
所
へ
駆
け
付

け
、
町
内
一
円
の
道

路
や
公
園
等

の

ゴ

ミ
拾

い
、

カ

ー
ブ
ミ
ラ

ー

の
清
掃
等
を
行

い
ま
し
た
。

乂

、
Ｊ
Ｒ
藤
田
、
貝
田
駅
待
合

室

の

ガ
ラ

ス

ふ
き
や

ト
イ

レ
の

清
掃

も
行

い
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た

ゴ
ミ
は
、
ラ

イ
オ

ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
み
な

さ
ん
が
、
ト

ラ

″
ク
四
台
を
使
用
し
て
、
処
理

場

ま
で
連
搬
し
ま
し
た
。

公園のトイレも美しくなりました



平
成
五
年
度

国
見
町
の
重
点
事
業

④

今
回

第
四

回
目
は
、
平
成
五

、
六

年
度
の

継
続
事
業
で

滝
山

地
区
に
建
設
を
予
定
し
て
お

り
ま
す

、
公
営

住
宅
建
設

事
業

に

つ

い
て

ご
紹
介
い
た

し
ま
す

。

滝
山
住
宅
を
建
替

本
町
の
町
営
住
宅
の
約
七
割
は

耐
用
年
数
を
経
過
し
、
そ
れ
ら
の

住
宅
は
、
建
替
の
時
期
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
住
宅
の
老
朽
化
の

程
度
、
そ
の
他
の
諸
条
件
を
考
慮

し
、
滝
山
住
宅
を
建
替
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
町
営
住
宅
建
設
は
、
中

‥増
耐

火
構

造
（
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ー

ト
ニ

階
建
）
の
十

二
戸
か
入
居
で

き
る
住
宅
で
、
平
成
四
年
度
に
建

設
し

た
滝
山
第
三
団
地
と
同
規
模

の
住
宅
で
す
。

建
設
の
着
工
は
九
月
頃

、
完
成

は
平
成
六
年
九
月
を
予
定
し
て

お

り
ま
す
。

建
設
費
と
そ
の
財
源

町
営
住
宅
は
、
公
営
住
宅
法

に

某
づ
き
、
国
の
補
助
を
受
け
て
建

設
し
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
五
、
六
年
度
の

二
ヶ

年
事
業
で
実
施
す
る
も
の
で

す
。建

設
費
の
総
額

は
。

。一一
億
一
千

六
百
五
十
万
円
、
こ
の
う
ち
国
の

補
助
金
一
億
一
千
八
百
六

十
五
万

円
、
地
方
債
円
千

四
百
五
十
万
円
。

一
般
財
源
五
千
三
百
三
十
五
万
円

の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
債

の
償
還
に
は
、

家
賃
収
入
が
充

て
ら
れ
ま
す
。

（
別
表
の
と
お
り
）

建瞽される滝山住宅

平成４年度に緯紋された海山第３団地（奥の建物）

公営住宅建設事業建設費と財源
(建設費) (財 源)

1.建設工事費

１億9,5】O万円

2.住宅取壊し及び

敷地造成費

728万円

3.調査,設計監理賢等

4 】 2万円

l｡国 から の補助 金

1  億 L865 万円

2.地 方債( 借 入金)

4.450 万円

3.純 一般財 源

5 ､ 335万円

２億1,650万円

町

営
（
公

営

）
住

宅
と

は

町
営
住
宅
は
、
町

が
公
営
住
宅

法

に
よ
り
、
国
の
補
助
を
受
け
て

建

設
す

る
も
の
で
す

が
、
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
営
む
た

め
、
住

宅

に
困
窮
す

る
低
額
所
得
者
に
対

し
て
よ
り
低
額
な
家
賃
で
住
民

に

賃
貸
す

る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
生

活
の
安
定

と
社
会
福
祉
の
増

進
に

寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お

り

ま
す

。

町

営
住
宅

に
は
、
第
一
種
町
営

住
宅
と
第
一
。種
町
営
住
宅

が
あ
り
、

こ
れ
ら
町
営
住
宅

に
対
す
る
国
の

援
助
は
、
第

一
樔
は
、
標
準
工
事

費
の
二
分
の
一
の
補
助
、
第
二
種

町
営
住
宅
は
、
標
準
工
事
費
の
三

分
の
二
の
補
助

と
な

り
て

お
り
ま

す
。な

お
、
本
町

の
町
営
住
宅
の
う

ち
第
一
種
住
宅
は
、
平
成
円
年
度

に
建
設
さ
れ
た
滝

山
第
三
団
地
十

二
戸
の
ほ
か
、
滝

山
第
二
団
地
四

戸
、
南
古
舘
団

地
十

二
尸
、

沢
田

団
地
九
戸
、
合
計

三
十
六
戸
と
な

・
。
て
お
り
、
こ
れ
ら
以
外
は
す

べ

て
第
二
種
住
宅
で
今

回
建

設
す

る

滝
山
住
宅
の
建
輳

は
、
第
二
稙
住

宅
と
な
っ
て
お
り
ま
す

。

○
次
号
で
は
．
水

資
源
対
策
事
業

と
し
て
、
平
成
五
、
六
年
度
の
継

続
事
業
で
行
う
、
源
宗
山
配

水
池

建
般
事
業
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

人
　
　

事

監
査
委
員
に
高
橋
永
治
さ
ん
再
任

国
見
町
監
査
委
員
の
高
橘
永
治

さ
ん
（
山
崎
字
下
川
前
十
七
）

の

再
任
に

つ
い
て
、
六
月
の
定
例
議

会
で

同
意

を
得
、
六
月
二
十
二
日
、

町
長
室
に
お
い
て

辞
令

が
交
付

さ

れ
ま
し
た
。

高橋永治さんに町長より辞令が交付される

山
田
久
さ
ん
退
職

国
見
町
職
譱
の
山
田
久
さ
ん

（

藤
田
宇
日
渡
三
、
三
十
三
）
か

、

六
月
三

十
日
付
で
退
職

い
た
し
ま

し
た
。



こ
ん
に
ち
は

税
務
の
窓
口
で
す

窓口の韈員がていねいに応対します

社
会
に
い
き
る
税

国

や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
か
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
か
で
き
る
よ
う
に
。
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

例
え
ば
、
社
会
福
祉
の
充
実
、

住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育

や
科

学
の
振

興
な
ど
、
そ

の
活
動

は
幅

広
い
分

野
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

税
金

は
。
こ
の
よ
う
に
国
や
地

方
公
共
団
体
か
活
動
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
と
な
る
も
の
で
あ
り

共
同
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
い

わ

ば
会

費
で
あ
る
と
い
え
ま
す

。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
税
金
を

納
め
る

だ
け
で
な
く

。
税
金
の
使

い
み
ち
に
つ
い
て

も
十
分

に
知
る

必
要
か
あ
り
ま
す

。

町
民
税
・
固
定
資
産
税

な
ど
の
証
明
書
の
交
付
は

税
務
課
で
行
い
ま
す

役
場
庁
舎
の
正
面
玄
関
を
入
っ

て

左
手
奥
に
、
税
務
課
徽
収
係
が

あ

り
ま
す

。

窓

口
で

は
、
町
民
税
、
固
定
資

産
税
関
係
な
ど
の
各
種
証
明
や
軽

自
動
車
の
標
識
の
交
付

を
行
う

ほ

か
、
公
図
等
の
閲
覧
か
で

き
ま
す
。

証
明
書
。
標
識

の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
や
閲
覧
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
窓
口
に
黄
色

い
申
請

書
を
備
え
て
お
り
ま
す
の

で

、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
請

し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
書
の
記
入
の
仕
方
な
ど
か

わ
か
ら
な
い
時
は
。

お
気
怪
に
係

員
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ

い
。

所
定
の
要
件
を
滿

た
せ
ば
。
郵

便
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

区　　　 分 � 橿　　　　　 類 �中請等できる方 � 手　　　 數　　　 料 � 持 参 す る も の 等

町 民 税 関 係 �

所　 得　 証　 明 �

本人(法人代表者)

または同居の家族 �(

雌価　１件)　　300

円 �

・川居の家族の場合認印

・本人または同居の家族以

外の方が中請するときは

本人が書き、実印を押し

た委任状が必要です。

・原動機付自転車とは、　

一一種 5  ｡ 未満　

二種5 ～125 ぐ 未満

・軽自動車税の納税証明書

を車検の時に用いる場合

は、車検証を持参してく

ださい。

�納　税　証　明

�課　税　証　明

�非　課　税　証　明

�扶　餐　証　明

�営　業　証　明

�所　在　証　明 �限定していません

固定資産税関係 �

資　 産　 証　 明 �
本人(法人代表者)

または同居の家族
�評　価　証　明

�公　課　証　明

�評価額通知さ �登 記 申 請 者 �無　　　　　　　　 料

�不動産所有証明 �限定していません �　　　　　300
円(

公図のコピー1 枚30円)
�固定資産課税台帳閲覧�本人(法人代表者)

または同居の家族

�公　図　閲　覧 �限定していません

軽 自 助 車関係 �

納　 税　 証　 明 �

限定していません �無　　　　　　　　 科
�標　皺　交　付

�廃車、標識紛失届

�車体変更、名義変更届

そ　　の　 他 �住 宅 家 屋 証 明 �登 記 申 請 者 �950 円

(E)国見町では、みなさんに便利で確実な口座振替による町税等の納付を

おすすめしています。ぜひご利用ください。



一 年 間 本 当 に ご苦 労 様 で し た 。

昨年８月から、国見・桑折 両町で英語指導にあたってこられた

マ イケル・ウォーカー先生か７月に イギリスに帰国することになりました．

帰国するに際し． メッセージを寄せてく ださい ましたので紹介し ます．

マ
イ

ケ

ル
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
さ
ん

My Y e a r i n Ku n i m i?ma c h i

ｰ  have  been  Kuni?i-?achi  and  Japan  fo  ｢ .onths  and soon

 ｰ  ⅵ 11  go  back  to  the  U.  K.  of  J  叩

have  changed a lot since ｰ arrived here.

[  appearance has  changed t00 ! ! ]

ｰ no 豊 have a very positive view of J 叩 an;  ｰ like れ and Japanese

 people very 風 Ⅱ c .

The  reason  fo ｢ this is that everybody  has been e

kind  0  鯤 especially  the  people  Kuni?i-nachi;  who

have always been very nice こ 0 ■ 日 and こ ｢ ied 【 0 nake ny

st 一 給 ｢ e very enjoyable.  Special thanks  0 the 淞 yo

Kenpoku-chu-gakko  teachers  and swdents  and  811  the

Kuni?i  people  and  everybody  載 the  Post-0ffice;  Bank and CO

 - 叩 ⅶ 0 always  helped  understand  when ｰ could  not speak

 or ｰ read Japanese.

ｰ  wish  ｰ  00  ⅵ d  h  6  stayed  ⅲ Kunini-uachi  but unfortunately

 ｰ  co  猷 面 .  ｰ  hope  so  第 一 Ⅱ co?eback and

 see  all  the  れ friends  ｰ have  nade here.

ｰ  feel  sad  to  be  ｰ  ⅵ Japan  but  happy  the  great e

 算 pe  可 ｰ have  had  here.

どうも　 ありがとうございまし た。

国見町での私の一年

私は、国見町およ び日本に11ヶ月滞在し
てきました． まもなく私はイギリスへ帰 り

ます．

私かここへ来てから 口本に対す る印象は
とて も変わりまし た．

〔私の外 見も変わりましたが.〕

私は現 在とても肯定的に日本を見てい ま
す．日 本の人々をとても好きになりました．

なぜ なら、どの人も私に対し て親切にし

てくれたからです． 特に国見町の人達は親

切 でい つも私によくしてください ました．

特に町畏さん、県北中学校の先生方と生

徒さん、邸便局、銀 行、コープのみなさん

にはおネL申しあげ ます．みなさんはいつも

私か日本晒が話せなか うたり読めなか・ な

りした時 に、理解できるよう助け てくれま

した．

私は もっと長く国見町にい たい と思い ま

すか、残念なからできません．いっ か再び

ここに 戻ってきて、この地で出 来た友人の

み なさんとお会いしたいです．

私は日本を離 れるのは 悲しい ですか、こ

こ で素哨らしい経験 ができたこ とを幸せに

思 っています．

国
見
町
農
業
委
員
会
委
員

無
投
票
当
選
決
ま
る

皿
」咸
玉
年
七
月
十
一
日
軸
行
の

国
見
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選

挙
に
お

い
て
、
立
候
補
届
出
締
切

日
（
七
月
六
日
）
に
届
出
の
あ

っ

た
候
補
者
の
数
か
、
選
挙
す

べ
き

委
員
の
定
数
と
同
数
の
十
五
名
と

な
り
、
立
候
補
者
全
員
が
無
投
票

当
選
と
な
り
ま
し
た
。

■

当
選
さ
れ
た
国
見
町
農
業
委

員

会
委
員
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

○
高
橘
八
千
代
（
山
崎
宇
水
門
1
4）

○
佐
藤
芳

】
（
石
母
田
宇
国
見
山

下
４
－

３
）

○
菊
地
光
二
（
塚
野

日
字
沢
1
5）

○
安
積
貞
夫
（
泉
田

字
八
島
2
3－

２
）

○
松
田
平
治

（
貝

田
宇
山

ノ
神
前
5
5－

３
）

○
佐

野
正
雄
（
光
明
寺
宇
車
1
2）

○
高
野
久
吉
（
鳥
取
字
鳥
取
1
0）

○
宍

戸
文
平
（
森
山
字
宮
前
1
5）

○
後
藤
昌
伸
（
川
内

宇
内
上
６
）

○
松
浦
榮
（
大
木
戸
宇
舘
1
3）

○
佐
久
間
昭
雄
（
森
山
宇
下
上

野
1
3
1
1

）

○
井
砂
善
榮
（
西
大
枝

字
尾
高
松
1
4）

○
徳
江
順
吉

（
徳

江
宇
原
3
4）
○
菊
地
平
助
（
石
母

田
宇
上
原
6
5）
○
朽
木
勝
之

（
小

坂
宇
前
召

国
見
町
農
業

委
員
会
委
員
は
、

一
般
選
挙
で
選
ば
れ
た
十
五
名
と

七
名
の
町
長
選
任
委
員
（
議
会
推

せ
ん
五
名
、
農
業
協
同
組
合
推
せ

ん
一
名
、
農
業
共
済
組
合
推
せ
ん

一
名
）
に
よ

る
計
二
十
二
名
で
構

成

さ
れ
ま
す
。

7/21～8/

20

夏
の
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

県
民
総
ぐ

る
み
で
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
七
月
二
十
一
日
困
か
ら
八

月
二
十
口

吻
ま
で
の
三
十
日
間
。

夏
の
交
通
事

故
防
止
県
民
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

今
回
は

①
シ
ー
ト

ベ
ル
ト

の
着
用
徹
底

②
青
少
年

運
転
者
の
交
通
事
故
防

止
③
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
④
過
労
（
い
ね
む
り
）
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
防
止

⑤
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

⑥
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

を
運
動
の
重
点
と
し
て
。
様

々
な

交
通
事
故
防
止
活
動
が
行
わ

れ
ま

す

。

「
事
故

ゼ

ロ
ヘ
　

大

き

な

輪
に

な
れ
　

う
つ
く
し

ま
」



ふるさとの文化財
9

7
大木戸国見神社の算額

菊　池　利　雄

東
・
西
大
窪
村
（
現
当
町
高
城
・

大
木

戸
）
の
鎮
守
で
あ
る
国
見
山

彦
大
明

神
（
現
国
見
神
社
》
の
拝

殿
に
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

三
月

に
同
社

の
別
当
で
あ
る
修
験

良
覚

院
秀
眼

に
、
和
算
の
教
え
を

受
け

た
門

弟
十

］
人
（
大
木
戸
阿

部
三
左
衛
門

、
同
文
四
郎
、
八
島

房
次

郎
、
貝
田
岡
田
忠
次
郎
、
大

木
戸
か

高
城
か
不
明
の
阿
部
惣
八

郎
、
石
母
田
阿
部
鶴
治
、
東
大
枝

松
浦

饑
兵
衛
、
高
橘
与
惣
治

、
酒

井
太
兵
衛
、
八
鳥
庄
六

、
五
十
沢

宍
戸
源

三
郎
）
が

、
そ

れ
ぞ
れ
に

研
究
し

た
和
算

の
問
閣
と
そ
の
解

き
方
を
記
し
た
算
額
を
奉
納
し
て

い
る
。

わ
が
国
の
数

学
は
、
奈
良
時
代

の
前
に
中
国
よ

り
移
入
さ
れ
た
、

計
算
器
具

と
し
て
の
算
木
と
掛
け

算

九
九
、
室
町
時
代
末
に
お
け
る

算
盤
と
そ
の
使
用
霽
等
の
渡
来
に

よ

り
、
そ
の
下
地

が
形
成
さ
れ
た

と
い
わ

れ
、
戦
国
か
ら
江
戸
時
代

の
初
期

に
か
け
て
．
暦
、
築
城
、

土
木
普
請
、
検
地

、
鉱
山
の
開
発
．

経
済
の
発
展
な
ど
に
よ
っ
て
．
計

算
の
必
要
性
か
増
大
す
る
中
に
お

い
て
そ
の
研
究

が
深
ま
り
、
普
及

霤
『
塵
却
記

』
（
一
六
二
七
）
が

占

田
光
由

に
よ

っ
て
著
わ
さ
れ
て
、

全
国
的
に
普
及
か
み
ら
れ
た
頃
よ

り
こ
の
分
野
は
、
わ
が
岡
独
特
の

発
達
を
と

げ
和
算
と
よ
ば
れ
る
よ

う

に
な

る
．

元
禄
期
に
は
関
孝
和
に
よ
っ
て

、

筆
算
に
よ
る
代
数
で
あ
る
点
竄

が

導
入
さ

れ
て
、
和
算
の
飛
躍
的
な

進
歩
か
促
さ
れ
．
そ
の
後
継
者
で

あ

る
建
部
賢
弘
等
の
円
理
の
研
究

と
と
も
に
．
世
界
の
数
学
史
上

に

お
い
て
も
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ラ
イ
プ

ニ
ツ
の
微
分
積
分
学
と
発
想

の
前

後
を
毓
う
高

い
水
準
に
達
し
て

い

た
と

い
わ
れ
．
幕
末
期
の

開
国
後

は
、
国
防
上
の
見
地
よ
り
洋
学
者

や
軍
人
か
西
洋
数
学
を
学
ぴ
は
じ

め
、
明
治
維
新
後
の
学
制
に

お
い

て
も
和
算
は
廃
止
さ
れ
て
、
西
洋

数
学
が
採
用

さ
れ
る
に
お
よ
ん
で

衰
微
し
、
明
治
時
代
の
中
頃
に
は

廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
（
『
日
本

の
数
学
』
小
倉
金
之
助
著

、
岩
波

新
書
）

こ
の
よ
う
な
高
い
水
準
の

学
問

を
究

め
た
和
算
家
の
良
覚
院
法
印

秀
眼

が
、
東
北
の
片
田
舎
で
あ

る

大
木
戸
に
お

い
て
、
弟
子
達
の
指

導

に

あ
た

り
、

一
部
の

人
々

と

は

い
え
、
こ
の
地
に
和
算
か
定
着

し

た
要
因
と
し
て
は
。
幕

末
期

に

お
け

る
封
建
制
度
の
締

め
つ
け
の

緩
み
と
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
旺

盛
な
民
衆
の
知
的
な
好
奇

心
、
養

蚕
業
の
発
達
を
背
景
と
し
た
経
済

的
な

ゆ
と
り
な
し
に
は
考
え
ら

れ

な

い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
期
隣

町
の
梁
川
か
ら
も
優
れ
た
和
算
家

中
木
温
卿
、
秋
葉
利

助
、
遠
藤
孝

成
等

が
輩
出
し
て
い
る
。

算
額
は
。
和
算
家
が
神
社

仏
閣

に
研
究
の
成
果
や
、
そ
の
上
達

を

祈
願
し
て
奉
納
す
る
絵
馬
を

指
す

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
算
額
そ

れ
自
体
か
和
算
の
重
嬰
な
資
料
で

あ
り
、
国
見
神
社
の
算

頡
は
、
冪

末
期
に
お
け
る
庶
民
文
化
の
成
果

品
と
し
て
も
貴
璽
な
存
在
で
あ

る
。

国
見
神
社
算
額
は
、
町
指
定
文

化
財
の
候
補
物
件
で

あ
り
、
執
筆

に
あ

た
っ
て
は
、
調
査
を
担
当

さ

れ

た
、
法
井
八
夫
先
生
の
研
究
成

果
を
引
用

さ
せ
て

い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。

記
し
て
厚
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

道路にも四季を感じるあたたかさ

道路愛霞月間 8/1～

8/3

1

道　 の　 日 ８月10日

国見町の一斉美化作業日は

８月 ８日(日) で す。ご 協力 お願 い し ま す。

道
は
、
水

や
空
気
の
よ
う
に
あ

ま
り
身
近
す

ぎ
て
、
そ
の
大
切
さ

を
忘

れ
が
ち
で
す
。

道
の
将
来

や
安
全
性
、
生
活
と

の
関
わ

り
、
そ
し
て
魅
力
あ
る
地

城
づ
く
り
の

た
め
の
道
路
の
役
割

な
ど
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
べ

き
問
題
か

た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

も
う
一
度
、
道
路
へ
の
心
遣
い

や
マ
ナ

ー
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
マ

ナ

ー

》

①
道
賂
は
広
く
、
上
手
に
！

道
路
は
み
ん
な
の
空
間
で
す
．

自
転
車
を
放
置
し
た
り
．

資
材

等
置
き
場
に
し
て
、
通
行
す
る

人
ぴ
と
に
迷
惑
を
か
け
て

い
ま

せ
ん
か
．
ま
た
、
樹
木
の
繁
茂

期
に
あ
る
今
、
道
路
に
は
み
出

し

た
枝
は
伐
採
し
ま
し
ょ
う
。

②
違

法
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

違
法
駐
車
は
道
路
利
用
の
妨
げ

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
交
通

事
故

の
原
因

や
緊
急
時
に
お
け

る
活
動

の
妨

げ
と
も
な
り
、
と

て
も
危
険
で

す
。
ル

ー
ル
を
守

っ
て
い
つ
も
広
々
と
使
え
る
よ

う
に
し
ま
し

ょ
う
。

《
思

い

や

り

》

①
花
木
を
大
切
に
！

沿
道
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
や
草

花
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
潤

い

を
与
え
、
快
適
な
生
活

空
間
を

つ
く
り
出
し
ま
す
。
ま

た
。
空

き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸

い
殼

な
ど

ゴ
ミ
の
な
い
道
路

は
、
人
の

心

を
さ
わ
や
か
に
し
ま
す
。

道
路

は

い
つ
も
き
れ
い
に
し
て

お
き

た

い
も
の
で
す
。

扇
風
機
は
使
用
前
に

必
ず
自
己
点
検
を
!
!

そ
ろ
そ
ろ
扇
風
機
か
活
躍

す
る

季
節
で
す
。

安
全
に
使
う
た
め
。
十
分

な
点

検
を
行

い
ま
し
ょ
う

。

羽
根
が
回
転
し

な
い
、
回
転
か

遅
い
、
不
規
則

、
モ

ー
タ
ー
部
か

熱
い
、
こ

げ
臭

い
に
お

い
や
異
常

な
音

が
す

る
な
ど
の
症
状

が
あ
っ

た
ら
要
注
意
で
す
。



お
　

知
　

ら
　

せ

ご
存
じ
で

す
か

福
島
空
港
の
利
用
状
況

◆

概
ね
順
調
な
国
内

路
線
◆

早
い
も
の
で

、
県
民
待
望
の
福

島

空
港
の
開
港
か
ら
二
ヶ
月

が
経

過
し
ま
し

た
。
五
月
二
十
一
日
現

在
で

の
福
島
空
港
の
利
用
状
況
に

つ
い
て

は
、
国
内
定
期

便
の

橡
利

用
者

数
（
乗

降
客
数
）

が
四
万
九

千
八
百

六
十
四
人
を
数
え
、
開
港

嶷
後

の
状
況

と
し
て
は
概
ね
順
調

な
滑

り
出
し
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま

す
。路

線
別

の
平
均
搭
乗
率
は

札

幌

線

六
十
八

こ

％

名
古
屋
線
　

六
十
六
・
二
％

大

阪

線

六
十
・
五
％

福

岡

線
　

四
十
四
・
〇
％

（
い
ず
れ
も
五
月
三
十
一
日
現
在
）

と
な

っ
て

お
り
、
五
月
一
日
開
般

の
福
岡
線
か

や
や
低

い
搭
乗
率
と

な

っ
て

い
る
も
の
の
、
各
路
線
と

も
、
観
光

。
行
楽

シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
利
用
者
の
増
大
か
期
待
さ
れ

て

い
ま
す
。

特
に
札
幌
線
に
つ
い
て
は
、
ダ

イ
ヤ
改
正
の
効
果
も
あ

り
て

、
六

月
に
入

っ
て
か
ら
は
連
日
の
よ
う

に
満
席

が
続

い
て
お
り
、
予
約

が

困
難
な
ほ
ど
好

調
な
利
用

状
況
と

な
っ
て

い
ま
す
。

◆
人
気
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
◆

地
元
の
空
港
を
利
用
し
て
気
怪

に
海
外
旅
行
か
楽
し

め
る
も
の
と

開
港
的
か
ら
期
待
の
高
か

っ
た
国

際
チ

ャ
ー
タ
ー
便
で
す

が
、
開
港

当
日
の
三
便
を

は
じ
め
と
し
て
。

六
月
十
五
日
現
在
で
既
に
二
４．
四

便
が
運
行
さ
れ
ま
し

た
。

行
き
先
と
厦
数

は
、

韓
国
便
　
　
　
　

十
三
便

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
便
　
　

九
便

中
国
便
　
　
　
　
　
　

こ
便

（
い
ず
れ
も
往
復

ベ
ー
ス
）

と
な

り
て

お
り
ま
す
か
。
こ
の
夏

に
は
新

た
な
コ

ー
ス
と
し
て
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
便
と
（

ン

ガ
リ
ー

便
も
計
画

さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
国
際
チ

ャ
ー
タ
ー
便

に
よ
る

実
績
を
積
み
岷
ね
、
早
期

の
国

際
定
期
路
線
の
開
股
か
待
た

れ
る

と
こ

ろ
で
す
。

◆
航

空
需

要
の
拡
大
に
向
け
て
◆

国
内
定
期
路
線
の
更
な
る
充
実

と
、
空
港
施
設
の
整

備
、
拡
充
を

図
る
た

め
に
は
、
何
と
い
っ
て
も

安
定
的
、
継
続
的
か
つ
高
レ
ベ
ル

で

の
利
用
実
績
を
維
持
す
る
こ
と

か

必
要
で
す

。

航

空
需
要
の
喚
起
・
拡
大
策
と

し
て

は
、
福
島
空
港
利
用
促
進
協

黛
会

な
ど
か
中
心
と
な

っ
て
、
県

内
外
で
様
々

な
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施

し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す

が
。
そ
れ

だ
け
で

は
決
し
て
十
分
と
は
言
え

な

い
状
況
で
す
。

供
給

が
琳
要
を
喚
起
す
る
と
い

う
側
面
は
あ
る
に
せ
よ
、
国
内

定

期
路
線
の
増
便
や
新
規
路
線
の
開

設
を
図
る
な
め
に
は
、
当

面
。
各

路
線
の
高
い
利
用

実
績

を
残
す
こ

と
か
肝
要
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
に
、
県
民
の

一
人
一
人
か
積
極
的
に
福
鳥
空
港

を
利
用

す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を

と
ら
え
て
。
広

く
福
島

空
港
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

皆
様

の
御
理
解
と
、
積
極
的
な

御
協
力
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

サマージャンボ宝くじ

市町村振興宝くじ

発売のお知らせ
平成５年度の市町村娠興宝くじ 厂サマー

ジャンボ宝くじ」が、次のとおり発売され

ます。

卜当せん金観
１等………-……………-…………………6､000 万 円

１等の 前後賞…………………………3  ､ 万 円

ビ ッ グレ ジャー賞 （特別賞 ）･…500 万 円

卜予約期間
７月22  日 (木 ）～ ８月12 日（木 ）

卜予約申込先
・ 予約券 に よる場合………宝 くじ売場

・ 官製往 復 ハガ キによる鳩 合

〒100 東京 中央 郵便局留 置

第一勧業 銀行宝 くじ部

●宝くじの収益盒

市町村の災害対策と明るく住みよい街づ

くり等に使われます。

国見町職員採用試験案内
平成６年度の国見町職員（高校卒程度）採用試験 を次により行いま

す。

１。試験職種・採用予定人貫

２．受験資格

一般事務（行政）・若干名

昭和47年４月２日から昭和51年４月１日までに生まれた者で、平

成6･年３月までに高校卒業、または卒案見込みの者。

３。試験の日時・場所

・平成５年９月19日（日）

・福鳥県自治会館（県庁西隣）

４。受験手続

①申込用紙は国見町役場で交付します。

②申込用紙に必要事項を記入し、国見町役場 に提出してください。

偃）受験票 を受輌したときは、最近６ヶ月以内に撮彫した本人の写

真（上半身。脱帽、正面向き、縱６ｓ Ｘ槇4-  ) をはって、

試験当日に必ず持参してください。

５。受付期間

平成 ５年７月20日（火）～８月19日（木）午前８時半～午後５時

（土曜日、日曜日を除く）郵送による申し込みは、８月16日（月）

までの消印有効。

■問い合わせ 国見町役場総務課8  5 ｰ　 内線１２１



心
が
け
ま
し
ょ
う

西

分

署

だ

よ

り

自
然
災
害
へ
の
備
え

私
達
の
住
ん
で

い
る
こ
の
地
方

は
、
岩
代

の
国
と
も
呼

ぱ
れ
、
昔

か
ら
地

震
、
風
水
害
等
の
自
然
災

害
に
強
い
と
い
わ

れ
て
お

り
、
比

較

的
大

き
な
被
害
を
受
け

た
経
験

の
少
な
い
地
城
と
も
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
各
地
で

は
。
自

然
災
害
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

大
雨
に
よ
る
洪
水
。
釧
路
の
地

震
災
害
、
長
崎
雲
仙
普
賢
岳

の
火

砕
流
と
土
石
流
災
害
、
静
岡
県
伊

豆
沖
の
群

発
地
震
等
の
災
害
を
対

岸
の
火
事

と
し
て
見
逃
す
こ
と
は

で
き
ま
せ

ん
。

万
一

の
非
常
時
に
備
え
、
次
の

こ
と
を
家
族
全
員
で
確
認
し
て
お

き
ま
し

ょ
う

。

一
、
家
族

の
防
災
計
画

○
家
族

の
連
絡
先
．
避
難
先

○
家
族

の
メ
モ

住
所

、
氏
名
、
生
年
月
卩
、
血

液
型
な
ど

○
非
常
時
携

帯
品

貴

重
品
、
非
常
食
と
衣
類
、

ラ

ジ

オ

、
悃

巾

畑

灯

な

ど

二
、
注
意
す

る
こ
と

○
車
の
使
用

は
状
況
を
よ
く
考
え

て

／車
で

の
避
難
は
、
か
え

っ
て
混

乱
に
巻
き
込
ま

れ
る
恐
れ
か
あ
り

ま
す
。

○
電
話
か
通
じ
な
く
な
る
場
合

が

あ
り
ま
す
。

災
害
か
発
生
す

る
と

、
み
ん
な

か
一
斉

に
電
話
を
使
用
す

る
た
め
、

回
線
が
オ
ー
バ
ー
と
な
り

通
じ
な

く
な
る
の
で

、
緊

急
の
場
合
以
外

極

力
電
話
の
使
用

を
控
え
ま
し
ょ

○
ラ

ジ
オ
、
テ

レ
ビ
で

情
報
を
よ

く
聞
き
ま
し
ょ
う
。

○
地
城
の
人
達
と
助
け
合

お
う
。

一
人
や
家
族
だ
け
で

す
と
不

安

か
生
じ
ま
す
。
地
城
の
人
達
と
助

け
合

う
こ

と
に
よ

り
、
不
安
も
解

消
さ
れ
ま
す

。

昔
か
ら
の
こ
と
わ

ぎ
に
、
「
災

害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
Ｊ

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
に
対
し
て

私
達
は
、
「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
Ｊ

と

い
う
こ
と
わ

ざ
で
対
処
し

ま
し

よ
う
。

救
急
出
楊
件
数
　

二
百

八
十
二
件

火
災

出
場
件
数
　
　
　
　

二
件

（
西
分
署
管
内
六
月
卜
日
現
在
）

募

集

し

ま

す

福
島
県
警
察
官

○
警
察
官
（
高
校
卒
程
度
）

○
婦
人
警
察
官
（
学
歴
不
問
）

▽
受
験
資
格

昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
女

▽
受
付
期
間

八
月
二
日
か
ら
八
月
二
十
四
日
ま

で▽
試
験
日

九
月
十
九
日
（
日
）

■

問
い
合
わ
せ

・
桑
折
警
察
署

霆
勁
2
1
5
1

戸籍の窓口
( ６月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　1 保護者　 町内会

萌々子(も も こ)商野 惷一 大　 坂
和 弥(か ず や)阿部 富生 大 木 戸
美 月(み づ き)菊池 隆二 泉 田 下

千 尋(ち ひ ろ)川上 俊樹 官 町 北

由 紀(ゆ　 き)佐藤 信雄 貝　 田
雄 磨(ゆ う ま)鈴木 秀雄 川　 内
美 里(み さ と)目黒 浩一 泉 田 中

嶢志郎(きょうしろう)小西　 茂 第 十 二
翔 太(しょうた)瀬戸　 學 原　 町

結婚おめでとうございます

氏　　 名
野 村 裕 一
佐 藤 和 枝
高 擒 善 信
鈴 木　　郁
怜 野 徳 芳

赤 坂 久美子
大 橋 幸 弘
小 酉 恵美子
古 田 誠 司
齋 曝 育 子

町内会
板　 橘
櫑 鳥 市
滝　 山
滝　 山
第　 八
第　 八
滝　 山
梁 川町
富 町 南
福 鳥 市

おく やみ申しあげ ます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会
板 垣 サ タ　　92　　 大 町 北
八 巻 ふさこ　　72　　 第　 七
菊 地 サ　ノ丶　　84　　第　 十
内 村　ミサヲ　　84　　 町　 東
高 橋 伊 藏　　80　　 山 崎 北

五十嵐 カ　ネ　　86　　 鶇　 町
松 田　ハツイ　　79　　 貝　 田

人 口 ど 世 帯

７月１日現在(前月比)６月中のうごき

人
　
　

口

一男5.7 人(  十 9 )

女6  , 143人 （＋7 ）

一計11 , 人(  十 16 )

世帯数3  , 028戸（＋7 〉

転 入27 人

転 出13 人

出 生　 ９人

死　亡　７人

７月 文月（ふみづき）

17H 土).昜労青少年のｌ

跼 ㈲ 誨のｌ 念l

2ﾘ 川 水).轟と湖に●しむ旬剛 一311)

23昶(金) 大 ●

31H 土) 土用の丑

８ 月 葉月（はづき）

第 日 )  道 路をまもるjl闌

2  (  用 食昌畜生●齠~sn ）

1･l（火）漣の回

膣廡ﾊｰ ｝の11

15Hl ）全膕●没者適倬式

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二階 相 談 室 ｛柬●入口からお入り下さい｝

時 聞 ： ９畤 ～IZ 時

こ まったことや、相談ごとがありましたら。

お気軽にご相談下 さい。秘密は絶対に守ります。

〔 相談 員 〕

７月四 日 ( 金）吉田　三夫・小西 絹子

８月５日（木）阿部 浚恒・築瀬 貞子

８月13日は休ませていただきます。

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

85 ｰ 26

F  A X
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仲
問
づ
く
り
教
室
が

開
　
　

講

平
成
五
年
度
少
年

仲
間

づ
く
り

教
室
の
開
講
式
は
六
月
十

九
日
、

児
童
五
十
名
の
ほ
か
、
父
兄
約
二

卜
名
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。

こ
の
教
室
は
。
小

学
校
の
高
学

年
（
四

・
五
・
六
年
）
の
児
童
を

対
象
に
。
学
校
や
学
年
の
災
な
る

集
団
の
中
で
、
仲
間
づ
く
り
に
必

要
な
基
本
的
能
力
を
身
に
つ
け
、

心
身
と
も
に
健
全
な
少
年
を
育
成

す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。

式
で
は
、
鈴
木
公
民
館
長
の
あ

い
さ
つ
。
来
賓
の
各
小
学
校
の
校

長
先
生
か
ら
励
ま
し
の
こ

と
ば
が

あ
り
、
続
い
て
担
当
者

が
年
間
活

動
計
画

を
説
明
し
ま
し
た
。

式
の
あ
と
、
町
民
体
育
館
で
つ

か
み
鬼
ご
っ
こ
や
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ

ス
テ

ィ
ッ
ク
な
ど
の
ゲ

ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

「
子
育
て

教
室
」

開
　
　

講

六
月
十
一
日
、
十
八
名
の
学
級

生
が
出
席
し
て
本
年
慶
の
「
子
育

て
教
室
」

か
開
講
し

ま
し

た
。

鈴

木
公

民
館
長

、
蓬

田
教

育

長
の
あ

い
さ
つ
で
開
講
式
を
行
っ

た
あ
と
、
人
枝
小
学
校
の
渡
辺
富

子
校
長
先
生
の
講
演
を
お
願

い
し

ま
し
た
。
お
話
し
を
き
い
て

か
ら

講
師
の
先
生
を
中
心
に
活
発

な
話

し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

話
し
合

い
の
中
で

「
夫
の
両
親
と

う
ま
く
付
き
合
っ
て
ゆ
く
に
は
」
と

の
賢
問
に
、
い
ろ

い
ろ
な

話
し
が

あ
り
ま
し
た
が
、
お
互

い
に
や
さ

し
さ
を
も
っ
て
、
思

い
や
り
、
気

配
り
、
相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
兄

て
や
る
な
ど
、
先
生
の
お
嫁
さ
ん

と
の
付
き
合

い
方
な
ど
か
ら
具
体

的

に
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
し

が
あ
り
ま
し
た
．
こ
の
問
題
は
個

々
の
状
況
な
ど
で
一
概
に
は
．Ｊ・
え

な

い
難
し

い
問
閣
で
、
今
後
も
話

し
合

い
を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
に
な

り
４
｀
し

た
．

昨
年

の
「
子
育
て
教
室
」
は
学

級
生

か
少
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
も

手
持
無
沙
汰
で
し
た
が
．

本
年

は
定
員

い
っ
ぱ
い
の
二
十
名

が
参
加

さ
れ
．
幼
児
も
二
十
四
名

ほ
ど
で
大
へ

ん
に
ぎ
や
か
で
す
．

ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア

の
方
も

十
．
．
人
と

少
な
く

な
り

、
実

際
に
出
ら
れ
る

方
は
二
？
三

人
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
手
不
足

ぎ
み

と
な

り
、
人
へ

ん
ご
苦

労
を

お
か
け
し
て

お
り
ま

す
．
も
し
こ
れ
か
ら
で

も
、
子

ど

も
の
お
世
話

を
し
て
い
た
だ
け
る

方
か
お
ら
れ
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

を
預
け
て
、
お
母
さ
ん
た
ち

に
安

心
し
て
勉
強
し
て
い
た
だ
き
、
明

日
の
国
見
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願

っ
て

、
町

こ

ぞ
っ
て
、
子
育
て
支
援
体
制
を

つ
く

っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て

お

り
ま
す
。

少年仲岡づくり教室間講式

子育て教室開講式

成
人
学
級

研

修

旅

行

内
池
育
男

巣
駒
山
系
小
安
峡
谷
の
探
勝
を

主
目

的
と
し
て
計
画

さ
れ
た
成
人

幸
級
研
修
旅
行
は
、
六
月
二

十
四

日
、
二
十
五
日
の
二
日
に
わ
た
っ
て

実
施

さ
れ
た
。
参
加
人
員
は
男
性

八
名
女
性
十
一
名
の
合
計

卜
九
名
。

乗
物
は
農
協
バ
ス
。
梅
雨
の

時
期
、

曇
り
空
な
が
ら
雨

の
心
配

も
な
く

出
発
出
来
た
。

最
初
の
見
学
地
は
平

泉
の
中

算

寺
及
び
毛
越
寺
。
藤
原
一
二
代
の

栄

華
の
夢
に
浸
っ
て
か
ら
。
厳

美
渓

に
て
昼
食
を
と
り
、
午
後
は
栗
駒

山
中
の
須
川

温
泉
で

、
そ
の
源
泉

の
景
観
に
ひ
た
り
、
ま
た
、
コ

シ

ア
ブ
ラ
の
葉

摘
み
畧

も
楽
し
み
、

の
び
の
び
と
栗

駒
の
大

自
然
を
満

喫
し

、
目

的
の
小
安
温
泉
松
葉
館

に
午
後
一
二
時
二
十
分
到

着
。
旅
館

に
荷
物

を
置

い
て
、
昨
年
来
懸
案

の
小
安
峡
谷
を
探
勝
。
ま
さ
に
絶
景
、

目
に
し
み
る
よ
う
な
鮮
や
か
な
緑

の
中
に
、
奇
岩
奇
石

が
配

さ
れ
、

そ
の
各
所
か
ら
温
泉
の
蒸
気

が
噴

出
し
て
お
り
、
更

に
は
こ
の
峡

谷

に
掛
か
る
朱
色
の
橘
が
、
ま
た
一
段

と
景
観
を
引
き
立
た
せ
て
い
る
。

一
風
呂
浴
び
て
夜
の
懇

親
会

が

大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な

い
。

二
日
目
の
朝
は
一
面

の
青
空

。

「
良

い
天

気
に
な
っ
て
、
今

口
‥
は

署
く
な
り
そ
う
だ
な

い
」
と
語
り

な
が
ら
出

発
し
。
途
中
泥

湯
温

泉

に
寄
り
み

ん
な
で
目
を
洗
う
。

二
日
目
の
メ
ー
ン
は
。
日
本
三
大

霊
場
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
川
原
毛

地
獄
。
各
所
に
硫
黄
の
噴
気

が
ｈ

り
、
草
木
か
な
く

ご
っ

ご
っ
と
し
た

岩
塊
の
山
容
は
ま
さ
に
地
獄
。
そ
の

項
ま
で
息

を
は
あ
は
あ
弾
ま
せ
な

咲き磚る毛趁寺のあやめを前に



が
ら
登

っ
た
。
「
や

っ
ぱ
り
頑
張

っ
て
登

っ
て
来
て

よ
が
っ
た
な

い
」

と
、
気
持
ち
良

い
稜
線
の
風
に
生

き
返
っ
た
思

い
。

ま
た
、
そ
の
麗

の
谷
間
に
あ

る
大
湯
滝
は
、
文
字

通
り
湯
の
滝
で
、
滝
壺
は
天
然
の

露
天

風
呂
。

昼

食
は
秋
田
県
雄
勝
町
「
鮎
の

掌
」
で

、
の
ん
び
り
鮎
料
理
定
食

に
舌
鮫
を
打
ち
、
午
後
は
鬼
首
地

熱
発

電
所
を
見

学
、
鳴
子

を
通
り

最
後

に
古
川

市
の

サ
サ
ニ
シ
キ
資

料
館
を
見

学
し
て

、
午
後
六
時
半

頃
公
民
館

に
帰
着

。
本
当

に
天
候

に
恵
ま
れ
、
和
気
あ

い
あ

い
の
楽

し

い
研
修
旅
行
で
あ
っ
た
。

作品づくりに励む学擾欒の皆さん

楽
し
い
和
紙
工
芸

阿
潭
賀
志

学
級
で

は
、
毎
年
令

体
学
習
の
ほ

か
に
趣
昧
の
ク

ル
ー

プ

学
習
を

行
っ
て

い
ま
す
が
、
今

年
度

か
ら
そ
の

ひ
と
つ
に
和
紙
工

芸
を
取
り
入

れ
ま
し

た
。

去

る
六
月
二
十
一
日
、
二
十
ミ

日
の
こ
日
間

に
延

べ
六
十
四

名
が

出

席
し

。
松
浦
美
紀
子
様
、
松
浦

和
子
様
の
指
導
の
も
と
に

。
小
物

入

れ
の
制
作

に
取

り
組
み

ま
し
た
。

全
員

が
初
め
て
の
経
験
で
し
た

の
で
大
へ
ん
興
味
を
持
ち
、
型
の

組
み
立
て
方
や
、
千
代
紙
を
寸
法

通
り
に
切
り
、
ま
わ
り
に
貼
る
等

で

い
ね

い
に
ご
指
導
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

初
め
は
見
本
の
よ
う
に
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き

る
か
不
安
の
よ
う

で
し
た
が
、
実
際
に
始
め
て
み
る

と
、
そ
れ
こ
そ
熱
心

に
な
れ
た
手

つ
き
で

、
仕
事
が
ど
ん
ど
ん
は
か

ど
り
、
相
互

学
習

も
見
事

に
行
わ

れ
、
全

員
時

間
内

に
終
わ
る
こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

そ
し
て
二
日
目
に
は
、
小
物
入

れ

に
つ
や
出
し
の
ニ
ス
を
塗
り
。

ひ
と

き
わ
美
し
く
仕
上
が
っ
た
自

分
の
作
品
を
手
に
し
た
時
の
喜
び

は
、
何
に
も
た
と
え
よ
う
の
な
い

も
の
で
し
た
。

今
後
も
七
月
に
は
テ

ィ
ッ
シ
ュ

ボ
ッ
ク
ス
。
八
月

に
は
菓
子
器
を

制
作
す
る
予
定
で

す
が
。
学
級
生

の
皆
さ
ん
は
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の

好
き
な
千
代

紙
を
選
定
し
て

、
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

町民教室（趣味の講座）のご案内

水
　

墨
　

画
　

敦
　

室

・と　　き　８月21日～９月18日（５回）

・時　 間　午後7  時 30分～９時30分

・と こ ろ　国見町公民館

・内　 容　初歩的技法と用具、材料、練習方法。

作品竃賞

・媾　 師　 東北美術協会会長　中 井 恒 峯先生

・対　 象　町内在住者で初心者の方（定員30名）

・申し込み　８月 日 ( 火）まで、公民館へ

謡
　
　

曲
　
　

教
　
　

室

・と　　き　８月20日～９月17口（５回）

・時　 間　 午後７時30分～9  時 30分

・と こ ろ　国兇町公民館

・内　 容 観世流小謡

・講　 師　石　塚　キミヨ先生

・対　 象　町内在住者で初心者､ 同好者（定員30名）

・申し込み　８月IO 日 (火）まで、公民館へ

行　　事　　の　　お　　知　　ら　　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事 �月 �日�曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事

７ �16�

金 �成人学級、阿津賀志学級（ インディアカ） �

８ �

１ �日 �町長杯野球大会

�19�月 �成人学級（日本語を考える） �

�３�火 �
阿津賀志学級（書道）

�23�金 �子育て教室 黽 本を見る） ����少年仲間づくり教室キャンプ研修( ～５日)

�28�水 �ジュニア仲間づくり教室キャンプ研修( ～29日) ��４�水 �阿津賀志学級（和紙工芸）

�29�木 �成人学級、阿津賀志学級（七宝焼） ��６�金 �阿津賀志学級（和紙工芸）

�31�土 �女性教室、成人学級、阿津賀志学級合同学習会 ��８�日 �子育て教室（ぉ父さん出番です）

備　　 考



卓
球
女
子
個
人
戦

斎
藤
友
喜
さ
ん
が
優
勝

伊
達
管
内

の
中
体
連
総
合
体
育

大
会
が
。
六
月
十
、
十
一
日
の
両

日
、
伊
達
管
内

の
各
町
を
会
場

に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
見
町
は
卓
球
の
会
場

と
な
り

町
民
体
育
館
で
は
、
男
女

の
団
体

戦
。
ダ
ブ
ル
ス
、
個
人
戦
の
各
種

口
‥
に
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。女

子
の

個
人
戦
決
勝
は
、
県
北

中

学
校
生
徒
同
士
の
対
戦
と
な
り
。

と
も
に
ス
ト

レ
ー
ト
で
勝
ち
あ
が

っ
た
斎
藤
友
再
さ
ん
（
三
年
生
）

と
、
三
木
郁
桧
さ
ん
（
三
年
生
）

が
、
武
合

を
行
っ
た
結
果

、
斎
藤

友
喜
さ
ん

［
山
崎
字
耕

谷

］－

二

ト

ー
）
か
。
セ

″
ト
カ

ウ
ン
ト
ニ

ー
○
で
勝
ち
、
優
勝
し
ま
し

た
。

郵
便
局
主
催
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
会

十

三

チ

ー

ム

が

熱
戦
を
展
開

六
月
十

七
日
、
森
山
ゲ

ー
ト
ボ

ー
ル
コ

ー
ト

に
お
い
て
、
藤
田
郵

便
局

主
催

に
よ
る
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス

ポ
ー
ツ
に
楽
し
み
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
普
及
向
ｈ
を
目
指
す
と

と
も

に
。
健
康
の
保
持
、
推
進
と

地
域
社
会

の
友
和

と
相
互
の
親
睦

を
図

り
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、

今
回
か
六

回
目

の
大
会

と
な
り
ま

す

。ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

に
は
、
各

地
Ｋ
毎

に
六

十
歳
以
上

の
競
技
者

匕
名
以
内
で
柵
成
し

た
十

。一一
チ

ー

ム
か
参
加

し
ま
し

た
。

当
口
は

、
強

い
日
差
し
か
照
り

つ
け

る
熱

い
口

に
も
か
か
わ
ら
ず

熱
戦
か
展

開
さ
れ
ま
し

た
。

四

つ
の

ブ
ロ
ノ
ク
か
ら
勝
ち
あ

が
っ
た
チ

ー
ム
に
よ
り
、
決
勝
ト

ー
ナ

メ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
森
山
Λ

チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

消
防
団
長

副

団

長
の
就
任
祝
う

六
月
二
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
福
島
国

見
町
会
館
に
お
い
て

、
佐
藤
忠
笑

消
防
団
長
。
林
初
男

消
防
副
団
長

の
就
任
祝
賀
会

か
行
わ
れ
ま
し

た
。

消
防
団
の
主
催
に
よ

り
行
わ

れ

た
就
任
祝
賀
会

に
は
、
町
議
会
議

員
、
町
消
防
団
幹
部
ら

約
六
十
名

が
出
席
し
ま
し

た
。

発
起
人
を
代

表
し
て

、
須
田
寛

一
分
川
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

い
ま

し
た
。

続

い
て
、
来
賓
の
冨
永
武
夫
国

見
町
長
、
仲
野
周
一
町
議
会
離
長
。

佐
藤
喜
代

寿
消
防
協
会
伊
達
支
部

長
か
祝
騨

を
述

べ
ま
し
た
。

夏
の
消
防
制
服
で

祝
賀
会
に
臨

ん

だ
佐
藤
団
長
、
林

副
団
長
は
、

婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
会
長
か
ら
贈
ら

れ
た
拓
東
を
受
け
取

り
、
緊
張
し

た
面
持
ち
な
が
ら
も
、
「
責
任
を

自
覚
し
、
み
な
き
ん
の
期
待
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
Ｊ

と
、
そ

れ
ぞ
れ
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。こ

の
後
、
菊
地
太
三
国
見
町
農

業
協
同
組
合
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

祝
宴
か
行
わ
れ
、
出
席
者

は
二
人

の
就
任
を
睨

い
ま
し
た
。

大
技
季
節
保
育
所
で

お
年
寄
り
を
招
き
交
歓
会

七
月
二
日
、
大
枝
季

節
保
育
所

で

、
お
年
寄
り
を
招
き
、
園
児

と

の
交
歓
会

が
僚
さ
れ
ま
し
た
。

約
五
十
名
の
お
年
寄
り
は
、
次

次
と
行
わ
れ
る
か
わ
い
ら
し

い
園

児
の
リ
ズ
ム
に
見
人
り
。
楽
し

い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

お
か
あ
さ
ん
の
手
づ
く
り
の
蒸

し

パ
ン
も

も
て

な
さ

れ
、
現
在
の

季

節
保
青
所
で
行
わ
れ
る
最
後
の

交
歓
会
を
終
え
ま
し
た
。

編
集
日
記

○
梅
雨
明
け
が
待
ち
達
し

い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時

期
に
な
る
と
、
各

地

で
人
雨
に
よ
る
災

害
が
発
生
し

ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
、
常
に

災
害
に
対
す
る
備
え

に
は
。
万
全

を
期
し

た
い
も
の
で
す
・

発
行
・
４
棗

岡
見
町
総
務
験

福
鳥
県
伊
達
耶
国
兄
町
人
字
藤
田
字

】ｒ

田
二
２
の
１

・

九
穴
九
―
一
七
　

魯
一
〇
二
四
五
一

八
丘
１
一
二

一

．
（
代
斎
）

熱戦が展開された郡中体邇卓竡大会

無心で第１ゲートをねらう

発起人代表のあいさつを行う須田分団長

和やかに行 われた交歓会

わ
だ
い


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12

